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前略、今月も業務に専心いただきありがとうございます。  
この時期はわが社でもっとも暇な時期を迎えます。しかしながらいつも申し上

げているように暇なときこそ忙しい時期の事を考え、忙しい時期こそ暇な時期

のことを考えなければ、つい忙しさにかまけてお客様に提供する料理やサービ

スの質がいつの間にか低下するといった事になりかねません。料理メニューの

見直し、営業戦略の建て直し、サービス内容の見直しなどこの時期だからこそ

やらなければならないことがたくさんあります。接客講習会や制服の見直し、

衛生講習会、調理研修会、食器の購入、必要な備品の購入、施設の修繕など一

見地味な活動のように見えますが私たちがプロの集団として仕事をする中で絶

対に必要なものです。また、幹部の方はもちろんの事、比較的社業が暇な時間

こそ個人的に勉強をしましょう。単に知識を詰め込んだり、即効性のあるハウ

ツー本を追いかける必要はありません。自身が勉強になり、自分のためになる

と思うことを一生懸命に取り組めばいいと思います。個人的な話で恐縮ですが、

昨年末に父が入院しました。今はすっかりと元気になったのですが、そのとき

生まれて初めて父の下の世話をいたしました。初めての経験で最初は戸惑いが

ありましたが数日間、一緒に寝泊りしたときに、その世話や寝ている姿を見て

「私の両親は幼いころにどういった思いで私をきれいにし、育ててくれたんだ

ろう、私は現在にいたるまで両親に親孝行出来ていたのだろうか」と思いまし

た。今まで感じなかった感情でした。あらためて親への感謝の気持ちが湧きお

こったことを今でもその日のことのように覚えています。もっと自身の人格を

高め、それが会社の人格になるようにしなければならないと自戒するきっかけ

にもなりました。徳の会社も来月１７期を迎えます。会社は２０年続いたら世

間から「まあ頑張っている会社だな」と評価されます。２０年の誕生日を迎え

るまでに皆さんが周りの人々から「いい会社に入ったね」言われる自慢の会社

に、たくさんの人たちから「ありがとう」と言ってもらえる仕事振りを目指す

会社にしていきたいと思っています。想いを現実に一緒にしていきましょう。

熱意を持って全員で取り組みましょう。そして会社の中を私たち全員の熱意で

溢れかえらせましょう。伝染病のごとく。  
 
＊有限会社和公の第１０期決算終了いたしました。おかげさまで前年よりも大

幅に増収増益となり関係従業員の皆様には心より感謝申し上げます。本年度も

目標を大きく立て、ますますの飛躍を目指してまいります。  
 

「私たちはお客様のために常に新しい事に挑戦し、食生活に新たな価値を創造

し続けます」 

 

すべては自分のために。 

すべてはお客様のために。 

すべては会社のために。 

すべては社会のために。 

 

来月も一緒に頑張りましょう                    草々      


